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日立は生成ＡＩ分野を強化する

生
成
Ａ
Ｉ
絡
む
設
投
な
ど
で
恩
恵

値
上
げ
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復

内
需
好
決
算
銘
柄
を
狙
う

　

３
月
期
企
業
の
第
２
四
半
期
決
算
発
表
は
折
り
返
し
地
点
に
到
達

し
た
が
、
好
調
な
内
容
が
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
内
需
に
関
連
す
る

セ
ク
タ
ー
だ
ろ
う
。
半
導
体
や
自
動
車
な
ど
輸
出
系
に
も
好
決
算
企

業
が
散
見
さ
れ
る
が
、
米
中
対
立
や
中
東
情
勢
不
安
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
長
期
化
な
ど
地
政
学
リ
ス
ク
が
中
長
期
的
な

業
績
不
安
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。
内
需
系
に
関
し
て
は
食
品
は
値
上

げ
浸
透
、
電
機
系
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
絡
む
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
設
備
投

資
需
要
な
ど
の
恩
恵
を
受
け
る
。
注
目
銘
柄
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

  

日
立
製
作
所
（
６
５

０
１
）…

２
４
年
３
月

期
通
期
予
想
を
連
結
売

上
高
で
８
兆
８
０
０
０

億
円
か
ら
９

兆
１
５
０
０

億
円
（
前
期

比
１
５
・
９

％
減
）
へ
上

方
修
正
。
旺

盛
な
Ｄ
Ｘ
需

要
を
刈
り
取

り
、
金
融
・

公
共
分
野
な

ど
を
含
め
て

大
口
案
件
が

拡
大
し
て
い

る
。
会
社
分

割
に
よ

り
生
成

Ａ
Ｉ
分

野
へ
の
展
開
も
加
速
化

す
る
。

　

栗
本
鐵
工
所
（
５
６

０
２
）…

第
２
四
半
期

累
計
の
営
業
利
益
で
は

当
初
の
１
８
億
円
予
想

に
対
し
て
３
６
億
８
０

０
０
万
円
（
前
年
同
期

比
６
５
・
２
％
増
）
と

大
幅
に
上
ブ
レ
て
着
地
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
案
件
な

ど
伸
び
る
。

　

日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ

本
社
（
２
２
０
２
）…

２
４
年
３
月
期
通
期
予

想
を
営
業
利
益
で
３
９

０
億
円
か
ら
４
６
０
億

円
（
前
期
比
４
０
・
１

％
増
）
へ
上
方
修
正
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復

な
ど
に
よ
る
需
要
回
復

が
追
い
風
。

　

オ
ー
ビ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
４
７
３
３
）…

２
４

年
３
月
期
通
期
予
想
を

営
業
利
益
で
１
５
９
億

５
０
０
０
万
円
か
ら
１

６
８
億
６
０
０
０
万
円

（
前
期
比
１
４
・
６
％

増
）
へ
上
方
修
正
。
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
改
正
の

特
需
を
享
受
。

　

文
化
シ
ャ
ッ
タ
ー

（
５
９
３
０
）…

第
２

四
半
期
累
計
は
営
業
利

益
で
当
初
の
２
２
億
円

か
ら
４
３
億
円
（
前
年

同
期
比
６
６
・
４
％
増
）

と
大
幅
に
上
ブ
レ
着
地
。

大
都
市
圏
を
中
心
と
す

る
物
流
倉
庫
・
商
業
施

設
な
ど
の
建
設
需
要
増

大
。
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10
月
第
４
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

ハイテク株物色盛上る

　

前
週
の
東
京
市
場
は
３
週
ぶ
り
に
大
幅
反

発
、
日
経
平
均
は
前
の
週
か
ら
９
５
８
円
上
昇

し
て
い
ま
す
。
週
明
け
は
下
落
ス
タ
ー
ト
も
日

銀
の
金
融
政
策
修
正
を
観
測
報
道
で
織
り
込

み
、
結
果
が
Ｙ
Ｃ
Ｃ
の
修
正
に
と
ど
ま
っ
た
こ

と
で
政
策
変
更
へ
の
警
戒
感
が
後
退
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ｃ
を
通
過
し

て
米
長
期
金
利
も
大
幅
に

低
下
し
て
お

り
、
週
末
に
か
け
大
幅
に

続
伸
し
ま
し

た
。
一
時
３
万
２
０
０
０

円
台
に
乗
せ
、

３
万
５
０
０
円
近
辺
で
の

下
値
の
堅
さ

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

週
末
の
米

国
株
市
場
で
は
労
働
指
標

の
内
容
を
受

け
イ
ン
フ
レ
懸
念
が
後
退
、

１
０
年
債
利
回
り

が
４
・
６
％
台
ま
で
低
下

し
た
こ
と
で
、
ダ

ウ
は
５
６
０
ド
ル
超
、ナ

ス
ダ
ッ
ク
指
数
も

２
３
０
ポ
イ
ン
ト
超
上
昇

し
ま
し
た
。
連
休

明
け
は
３
万
２
０
０
０
円

台
乗
せ
か
ら
一
段

高
で
ト
レ
ン
ド
転
換
が
期

待
さ
れ
ま
す
が
、
米
長
期
金
利
に

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
感
が
広
が
る
よ

う
な
ら
、
半
導
体
関
連
を
中
心

に
ハ
イ
テ
ク
・
グ
ロ
ー
ス

株
物
色
が
盛
り
上
が
る
で

し
ょ
う
。　
　
　

 

花
咲 

翁

岸田首相ライドシェア言及で思惑

大和自交ストップ高大和自交の日足チャート

　

週
明
け

２
３
日
、

大
和
自
動

車
交
通

（
９
０
８

２
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。

岸
田
首
相

が
召
集
さ

れ
た
臨
時

国
会
で
所

信
表
明
演

説
を
行
い
、

観
光
地
で

の
タ
ク
シ
ー
不
足
な
ど

が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
有

料
で
人
を
運
ぶ
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
巡
っ
て
「
地

域
交
通
の
担
い
手
不
足

や
、
移
動
の
足
の
不
足

と
い
っ
た
深
刻
な
社
会

問
題
に
対
応
し
つ
つ
、

課
題
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
語
っ
た
こ
と
で

都
内
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク

シ
ー
大
手
４
社
の
一
角

で
あ
る
同
社
株
が
関
連

銘
柄
と
し
て
の
思
惑
買

い
を
誘
っ
た
。

 

ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
Ａ
Ｉ
営
業
赤
字

　

ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
Ａ
Ｉ　

ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

（
５
２
４
０
）
が
ス
ト

ッ
プ
で
最
安
値
を
更
新

し
た
。
２
３
年
１
２
月

期
の
業
績
予
想
、
連
結

売
上
高
で
１
８
億
８
６

０
０
万
円
か
ら
１
２
億

７
１
０
０
万
円
（
前
期

比
１
２
．
４
％
減
）
へ
、

営
業
損
益
で
１
億
５
４

０
０
万
円
の
赤
字
か
ら

２
億
５
５
０
０
万
円
の

赤
字
（
前
期
７
０
０
０

万
円
の
黒
字
）
へ
下
方

修
正
し
た
。
メ
タ
バ
ー

ス
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
苦

戦
し
た
。

売れるネット広告の初値

公開価格８％下る

 

 

　

売
れ
る
ネ
ッ

ト
広
告
社
（
９

２
３
５
）
が
東

証
グ
ロ
ー
ス
市

場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
９
１

０
円
を
８
・
０

％
下
回
る
８
３
７
円
で

初
値
が
生
ま
れ
た
。
Ｄ

２
Ｃ
（
ネ
ッ
ト
通
販
）

事
業
者
の
ネ
ッ
ト
広
告

費
用
対
効
果
改
善
を
目

的
に
ク
ラ
ウ
ド
と
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
。

ニ
デ
ッ
ク
通
期
据
置
き
悲
観

　

２
４
日
、
ニ
デ
ッ
ク

（
６
５
９
４
）が
大
幅
反

落
。
２
４
年
３
月
期
の
第

２
四
半
期
累
計
決
算
は
、

連
結
売
上
高
で
当
初
計

画
の
１
兆
円
に
対
し
て

１
兆
１
６
０
６
億
６
２

０
０
万
円
（
前
年
同
期
比

２
・
６
％
増
）
、営
業
利

益
で
１
０
０
０
億
円
に

対
し
て
１
１
５
７
億
８

２
０
０
万
円
（
同
２
０
・

１
％
増
）と
な
っ
た
。
想

定
以
上
に
円
安
水
準
で

推
移
し
た
こ
と
に
加
え

て
、
売
上
、
売
価
、コ
ス
ト

な
ど
の
改
善
が
進
ん
だ

も
の
の
、
通
期
予
想
を
据

え
置
い
た
こ
と
で
悲
観

売
り
を
招
い
た
。

Ｄ
ｅ
ｌ
ｔ
ａ
Ｐ
ス
ト
ッ
プ
高

　

Ｄ
ｅ
ｌ
ｔ
ａ
ー
Ｆ
ｌ

ｙ 

Ｐ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ａ
（
４

５
９
８
）が
ス
ト
ッ
プ
高
。

日
本
ケ
ミ
フ
ァ
（
４
５
３

９
）を
割
当
先
と
す
る
第

三
者
割
り
当
て
増
資
を

含
め
て
合
計
で
約
１
２

億
円
の
資
金
調
達
を
行

う
こ
と
が
引
き
続
き
材

料
視
さ
れ
た
。
手
取
概
算

は
７
億
９
９
０
０
万
円

で
Ｄ
Ｆ
Ｐ―

１
０
９
１

７
を
中
心
に
し
た
新
薬

の
臨
床
試
験
や
研
究
開

発
に
充
て
る
。

公
開
価
格
68
％
上
回
る

ジ
ャ
パ
ン
Ｍ
＆
Ａ
の
初
値

　

ジ
ャ
パ
ン
Ｍ
＆
Ａ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
９
２
３

６
）が
東
証
グ
ロ
ー
ス
市

場
に
新
規
上
場
、
公
開
価

格
１
３
４
０
円
を
６
７
・

９
％
上
回
る
２
２
５
０

円
で
初
値
を
つ
け
た
。

Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

Ｋ
Ｏ
Ａ
大
幅
下
方
修
正

 
 

　

２
５
日
、
Ｋ
Ｏ
Ａ
（
６

９
９
９
）
が
大
幅
反
落
。

２
４
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
７
１
９
億
円

か
ら
６
５
１
億
円
（
前

期
比
１
３
・
３
％
減
）
へ
、

営
業
利
益
で
６
７
億
円

か
ら
２
３
億
円
（
同
７

７
・
５
％
減
）
へ
大
幅

に
下
方
修
正
し
た
。
産

業
機
器
や
民
生
機
器
市

場
を
中
心
に
顧
客
の
在

庫
調
整
が
継
続
、
需
要

回
復
は
来
期
以
降
に
ず

れ
込
む
見
通
し
。
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野
村
マ
イ
ク
ロ
が
Ｓ
高

水
処
理
・
メ
ン
テ
好
調
で
増
額

野村マイクロの日足チャート

 
 

 

　

２
５
日
、
野
村
マ
イ

ク
ロ
・
サ
イ
エ
ン
ス
（
６

２
５
４
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
２
４
日
の
取
引
終

了
後
、
２
４
年
３
月
期

の
業
績
予
想
に
て
い
て
、

連
結
売
上
高
で
５
８
０

億
円
か
ら
７
２
０
億
円

（
前
期
比
４
５
・
２
％

増
）
へ
、
営
業
利
益
で

７
０
億
円
か
ら
９
６
億

５
０
０
０
万
円
（
同
４

７
・
３
％
増
）
へ
上
方

修
正
し
た
。
水
処
理
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
伸
び
、

大
型
案
件
の
工
事
が
計

画
以
上
に
進
み
、
増
収

に
伴
い
収
益
性
が
向
上

し
た
。

公
開
価
格
15
％
上
回
る

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
初
値

　

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ 

Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

（
６
５
２
３
）
が
東
証

プ
ラ
イ
ム
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
１
８

４
０
円
を
１
５
・
０
％

上
回
る
２
１
１
６
円
で

初
値
が
生
ま
れ
た
。
半

導
体
製
造
装
置
の
開
発
・

製
造
・
販
売
・
保
守
サ

ー
ビ
ス
と
附
帯
関
連
す

る
事
業
を
行
う
。

公
開
価
格
３
％
下
回
る

全
保
連
の
初
値

　

全
保
連
（
５
８
４
５
）

が
東
証
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

市
場
に
新
規
上
場
、
公

開
価
格
６
０
０
円
を
３
・

３
３
％
下
回
る
５
８
０

円
で
初
値
が
生
ま
れ
た
。

同
社
は
家
賃
債
務
保
証

事
業
。

オルガノ増額配当引上げ
　

２
６
日
、
オ

ル
ガ
ノ
（
６
３

６
８
）
が
大
幅

に
３
日
続
伸
し

た
。
２
５
日
の

取
引
終
了
後
、

２
４
年
３
月
期

の
業
績
予
想
の

修
正
を
発
表
、

連
結
営
業
利
益

で
１
６
０
億
円

か
ら
２
０
０
億

円
（
前
期
比
３

１
・
５
％
増
）

へ
上
方
修
正
し
、

年
間
配
当
を
６

６
円
か
ら
８
８

円
（
第
２
四
半
期
末
、

期
末
配
当
を
各
々
３
３

円
か
ら
４
１
円
）
に
引

き
上
げ
た
。
プ
ラ
ン
ト

案
件
の
利
益
率
改
善
や

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
・
機
能
商
品
事
業
が

好
調
に
推
移
し
て
い
る

こ
と
が
要
因
。

公
開
価
格
45
％
上
回
る

笑
美
面
の
初
値

　　

笑
美
面
（
９
２
３
７
）

が
東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場

に
新
規
上
場
、
公
開
価

格
１
２
４
０
円
を
４
５
・

２
％
上
回
る
１
８
０
１

円
で
初
値
が
生
ま
れ
た
。

高
齢
者
な
ど
に
対
す
る

シ
ニ
ア
ホ
ー
ム
の
紹
介

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

https://www.nihon-trim.co.jp/
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11
月
第
１
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 日経平均正念場を迎える

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は３週ぶりに
反発しました。日銀会合とＦＯＭＣ
を無難に通過し米長期債利回りが低
下したことで買戻し優勢の相場展開
となり、日経平均は先週末には３万
２０００円台を回復する局面があり
ました。問題はここからです。日経
平均の１３週並びに２６週線は３万
２０００円に収斂しており、先週末
段階でデッドクロスを示現しました。
上昇転換するためにはこれらの移動平均
線をブレイクしていかねばなりません。
　また、日経平均には各節目からの３３
日サイクルが認められます。８月１８日
安値から１０月４日安値までも、９月１
１日安値から１０月３１日安値までも３
３日。そして９月１５日高値から１１月
２日高値までも３３日であり、高値決ま
りの可能性があるということ。今週はこ

のサイクルが継続されるのか
どうか、３万２０００円を突
破できるかに注目です。

半導体関連軒並み安
ＳＯＸ指数今年最大の下げ

レーザーテックの日足チャート
　

２
６
日
、

レ
ー
ザ
ー

テ
ッ
ク

（
６
９
２

０
）
、
東

京
エ
レ
ク

ト
ロ
ン

（
８
０
３

５
）
を
は

じ
め
半
導

体
関
連
株

が
軒
並
み

安
。
米
国

株
市
場
で

ハ
イ
テ
ク

株
に
売
り
が
広
が
り
、

Ｓ
Ｏ
Ｘ
指
数
が
４
・
１

％
安
と
今
年
最
大
の
下

げ
に
な
っ
た
。
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
が
ク
ラ
ウ
ド

事
業
の
伸
び
減
速
が
嫌

気
さ
れ
急
落
、
大
手
Ｉ

Ｔ
企
業
の
業
績
不
安
が

強
ま
り
、
米
１
０
年
債

利
回
り
が
再
び
５
％
に

向
け
て
上
昇
し
て
い
る

こ
と
も
重
し
に
な
っ
た
。

富
士
通
市
場
予
測
上
回
る

 
 

 
 

　

週
末
２
７
日
、
富
士

通
（
６
７
０
２
）
が
急

反
発
。
２
４
年
３
月
期

第
２
四
半
期
累
計
の
連

結
決
算
は
、
営
業
利
益

４
４
７
億
８
０
０
０
万

円
（
前
年
同
期
比
５
５
．

６
％
減
）
と
第
１
四
半

期
の
１
６
億
６
５
０
０

万
円
の
赤
字
か
ら
黒
字

に
浮
上
。
デ
バ
イ
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
苦
戦

な
が
ら
Ｄ
Ｘ
需
要
は
拡

大
し
て
お
り
、
通
期
予

想
を
３
４
０
０
億
円
か

ら
３
２
０
０
億
円
（
前

期
比
４
・
７
％
減
）
に

下
方
修
正
し
た
が
、
市

場
予
測
を
上
回
っ
た
。

公
開
価
格
13
％
上
回
る

ド
リ
ー
ム
ア
ツ
の
初
値

　

ド
リ
ー
ム
・
ア
ー
ツ

（
４
８
１
１
）
が
東
証

グ
ロ
ー
ス
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
２
６

６
０
円
を
１
３
・
０
％

上
回
る
３
０
０
５
円
で

初
値
を
つ
け
た
。
大
企

業
に
特
化
し
た
業
務
デ

ジ
タ
ル
化 

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ

プ
ロ
ダ
ク
ト
と
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
う
。

Ｐ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
営
業
赤
字

　

Ｐ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｓ

（
６
２
６
２
）
が
ス
ト

ッ
プ
安
。
２
４
年
３
月

期
連
結
業
績
予
想
は
、

営
業
損
益
で
１
３
億
２

０
０
０
万
円
の
黒
字
か

ら
２
億
３
０
０
０
万
円

の
赤
字
（
前
期
２
６
億

５
７
０
０
万
円
の
黒

字
）
へ
下
方
修
正
し
た
。

オムロンは下方
修正で大幅反落

　

週
明
け

３
０
日
、

オ
ム
ロ
ン

（
６
６
４

５
）
が
大

幅
反
落
。

２
４
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、
連
結
売
上
高

で
８
９
０
０
億
円
か
ら

８
５
０
０
億
円
（
前
期

比
３
・
０
％
減
）
、
営
業

利
益
で
１
０
２
０
億
円

か
ら
４
５
０
億
円
（
同

５
５
・
３
％
減
）
へ
下

方
修
正
し
た
。
半
導
体

業
界
の
設
備
投
資
需
要

低
迷
、
中
国
を
中
心
と

し
た
環
境
モ
ビ
リ
テ
ィ

業
界
の
二
次
電
池
設
備

投
資
遅
延
な
ど
が
継
続

す
る
と
見
て
い
る
。

大
瓦
斯
急
伸
し
最
高
値

　

大
阪
瓦
斯
（
９
５
３

２
）
が
急
伸
、
最
高
値

を
更
新
し
た
。
２
４
年

３
月
期
の
第
２
四
半
期

累
計
決
算
は
、
連
結
営

業
利
益
で
９
６
７
億
３

１
０
０
万
円
（
前
年
同

期
４
５
６
億
９
０
０
０

万
円
の
赤
字
）
と
な
っ

た
。
同
時
に
上
限
１
５

０
０
万
株
（
発
行
済
株

式
総
数
に
対
す
る
割
合

３
・
６
％
）
、
２
０
０

億
円
の
自
己
株
式
取
得

枠
の
設
定
を
発
表
し
た
。

キーエンス収益改善
　

キ
ー
エ
ン
ス
（
６

８
６
１
）
が
大
幅

続
伸
。
２
４
年
３

月
期
第
２
四
半
期

累
計
の
連
結
営
業

利
益
は
２
３
７
６

億
６
５
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
１
・
６
％

減
）
と
横
ば
い
な
が
ら
、

直
近
３
カ
月
の
７
～
９

月
期
は
１
２
６
３
億
８

９
０
０
万
円
（
同
８
・

９
％
減
）
で
、
前
四
半

期
比
で
は
１
３
・
６
％

増
と
２
ケ
タ
超
の
増
益

に
な
っ
た
。
株
価
が
当

面
の
底
値
圏
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
押
し
目
買
い

や
買
戻
し
を
誘
っ
た
。
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日本精線

２４年３月期予想下方修正
超精密ガスフィルター需要が調整局面

カプコン

５４．５％の大幅営業増益
２Ｑ大型新作投入やデジタル販売推進

　日本精線（５６５９）は２４年３月期の業
績予想を修正、連結売上高で従来予想の４７
５億円から４３７億円（前期比１０．９％減）
へ、営業利益で３８億円から３０億円（同２８．
２％減）へ、純利益で２６億６０００万円か
ら２１億７０００万円（同２９．７％減）へ
下方修正した。太陽光発電パネルなどの製造
プロセスで使用される極細線に対する需要の
強さは継続したものの、ステンレス鋼線部門
における自動車用途や建材用途の流通在庫の
調整長期化による販売低迷に加え、これまで
収益の牽引役であった半導体関連業界向け超
精密ガスフィルター（NAScleanR）の販売の回
復の遅れが影響。金属繊維では、半導体関連
業界向け超精密ガスフィルター（ＮＡＳｃｌ
ｅａｎ）に対する需要が調整局面となっている。

　カプコン（９６９７）の２４年３月期の第
２四半期累計（４月～９月）決算は連結売上
高で７４９億３４００万円（前年同期比５２．
７％増）、営業利益で３３８億３５００万円（同
５４．５％増）と大幅な増収増益で着地した。
　主力シリーズの大型新作「ストリートファ
イター６」の投入やデジタル販売を通じたリ
ピートタイトルの積極的な販売推進により、
グローバルで販売本数が増加した。これにより、
家庭用ゲームソフトの販売本数は２２６０万
本と、前年同期の２１３０万本を上回った。
　取締役副社長執行役員 最高人事責任者（Ｃ
ＨＯ）宮崎智史氏は「下期もミリオン級のタ
イトルを販売、上期投入した新作などの拡販
を含めて通期予想の達成を図りたい」として
いる。

ア
ン
リ
ツ
が
ス
ト
ッ
プ
高

今
３
月
期
下
方
修
正
も
ア
ク
抜
け

アンリツの
   日足チャート

　
３
１
日
、
ア
ン
リ
ツ

（
６
７
５
４
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
２
４
年
３
月

期
の
業
績
予
想
に
つ
い

て
、
連
結
売
上
収
益
で

１
１
５
５
億
円
か
ら
１

１
１
５
億
円
（
前
期
比

０
・
５
％
増
）
へ
、
営

業
利
益
で
１
３
７
億
円

か
ら
１
０
９
億
円
（
同

７
．
２
％
減
）
へ
下
方

修
正
し
た
が
、
ア
ク
抜

け
か
ら
買
い
戻
し
の
動

き
。
世
界
的
な
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
出
荷
台
数

の
減
少
な
ど
に
よ
る
顧

客
の
慎
重
姿
勢
に
よ
っ

て
５
Ｇ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
開
発
投
資
需
要
が

減
少
し
て
い
る
。

マ
ク
ニ
カ
Ｈ
Ｄ
出
尽
し

 
 

 
 

　

マ
ク
ニ
カ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
３
１
３

２
）
が
急
落
。
２
４
年

３
月
期
第
２
四
半
期
累

計
の
連
結
決
算
は
、
営

業
利
益
３
８
０
億
円

（
前
年
同
期
比
４
１
．

８
％
増
）
と
大
幅
増
収

増
益
で
着
地
、
年
間
配

当
を
１
６
０
円
（
前
期

１
４
０
円
）
へ
増
配
を

決
め
た
。
た
だ
、
車
載

や
生
成
Ａ
Ｉ
向
け
集
積

回
路
、
電
子
デ
バ
イ
ス

需
要
拡
大
に
よ
る
好
業

績
は
事
前
に
観
測
さ
れ

て
お
り
、
当
面
の
材
料

出
尽
く
し
感
か
ら
利
益

確
定
売
り
が
か
さ
ん
だ
。

寺
岡
製
は
Ｍ
Ｂ
Ｏ

 
 

 
 

 

　

寺
岡
製
作
所
（
４
９

８
７
）
は
ス
ト
ッ
プ
高
。

Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
一
環
と
し
て

寺
岡
敬
之
郎
代
表
取
締

役
の
資
産
管
理
会
社
Ｋ

Ｍ
Ｍ
が
、
同
社
株
に
対

し
て
公
開
買
い
付
け
を

実
施
す
る
と
発
表
し
た

こ
と
を
受
け
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ

価
格
５
６
４
円
に
サ
ヤ

寄
せ
し
て
水
準
を
切
り

上
げ
た
。
非
公
開
化
が

目
的
で
筆
頭
株
主
の
伊

藤
忠
商
事
（
８
０
０

１
）
が
Ｔ
Ｏ
Ｂ
応
募
に

契
約
、
買
付
期
間
は
１

０
月
３
１
日
か
ら
１
２

月
１
３
日
ま
で
。

村田製急反発

 
 

 
 

　

村
田
製
作
所

（
６
９
８
１
）

が
急
反
発
。
２

４
年
３
月
期
の

業
績
予
想
に
て

つ
い
て
、
連
結
、

営
業
利
益
で
２

２
０
０
億
円
か

ら
２
７
０
０
億

円
（
前
期
比

９
・
５
％
減
）
へ
上
方

修
正
し
た
。
パ
ワ
ー
ツ

ー
ル
市
場
や
Ｐ
Ｃ
周
辺

機
器
や
サ
ー
バ
ー
に
お

け
る
最
終
需
要
の
低
下

に
よ
り
、
家
電
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
向
け
で
減
少

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

円
安
の
進
行
や
準
変
動

費
・
固
定
費
の
減
少
な

ど
が
利
益
を
押
し
上
げ

た
。
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三相電機

計画上回り２２％営業増益
２Ｑ原材料上昇に対応し値上げ進む

ハリマ化成Ｇ

電子材料４割超の増収益
２Ｑ赤字も一部で販売価格転嫁進む

　三相電機（６５１８）の２４年３月期第２
四半期累計の連結決算は計画を上回り、売上
高９３億６０００万円（前年同期比９．９％増）、
営業利益５億２１００万円（同２１．５％増）、
最終利益４億２５００万円（同２４．３％増）
と増収２割超の増益で着地した。
　半導体製造装置用ポンプはユーザー業界の
設備投資抑制や延期などの影響を受けたもの
の、豊富な受注残を抱え底堅く推移、原材料
コスト上昇に対応した販売価格の引上げが進
んだことで収益性が改善した。
　通期は売上高１７７億円（前期比４．９％減）、
営業利益６億８０００万円（同２４．６％減）、
最終利益５億円（同３８．７％減）と期初予
想を据え置いた。期末一括配当は２７円を据
え置いた。

　ハリマ化成グループ（４４１０）の２４年
３月期第２四半期累計の連結決算は、売上高
４５２億７２００万円（前年同期比３．５％減）、
営業損益６億７００万円の赤字（前年同期２
１億９９００万円の黒字）で着地した。欧米
の粘接着剤用樹脂が低迷、中国の紙、板紙の
生産減少で売上が伸び悩み、エネルギー価格
高騰などによる製造原価上昇が損益を圧迫し
た。ただ、電子材料がはんだ材料事業の買収
により４割超の増収増益になり、印刷インキ
用樹脂や合成ゴム用乳化剤など樹脂化成品は
原材料価格高騰分の販売価格への転嫁が進み、
前年同四半期に比べ売上高が増加した。
　通期は売上高９１０億円（前期比３．７％減）、
営業損益１４億円の赤字（前期１７億６００
万円の黒字）と前回予想を据え置いた。

上方修正と自社株買い

トヨタ自が続騰

トヨタの日足チャート

 
 

 

　

１
日
、

ト
ヨ
タ
自

動
車
（
７

２
０
３
）

が
続
騰
。

２
４
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
営
業

収
益
で
３

８
兆
円
か

ら
４
３
兆

円
（
前
期
比
１
６
・
０

％
減
）
へ
、
営
業
利
益

で
３
兆
円
か
ら
４
兆
５

０
０
０
億
円
（
同
５

２
・
３
％
減
）
へ
上
方

修
正
し
た
。
為
替
の
影

響
に
加
え
、
収
益
改
善

効
果
が
出
て
い
る
。
同

時
に
上
限
６
０
０
０
万

株
、
ま
た
は
１
０
０
０

億
円
の
自
己
株
式
取
得

枠
の
設
定
を
発
表
し
た
。

Ｍ
＆
Ａ
キ
ャ
ピ
は
ス
ト
ッ
プ
安

　
Ｍ
＆
Ａ
キ
ャ
ピ
タ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
６
０

８
０
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

２
３
年
９
期
期
の
連
結

決
算
は
営
業
利
益
７
４

億
４
９
０
０
万
円
（
前

の
期
比
２
３
・
３
％
減
）

と
大
幅
減
益
で
着
地
、

２
４
年
９
月
期
は
８
１

億
２
０
０
万
円
（
前
期

比
８
．
８
％
増
）
と
増

益
を
見
込
ん
だ
が
、
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
大
き
く

下
回
っ
た
。

三
菱
食
は
今
期
上
方
修
正

 
 

 
 

　

連
休
前
２
日
、
三
菱

食
品
（
７
４
５
１
）
が

大
幅
に
３
日
続
伸
。
２

４
年
３
月
期
の
業
績
予

想
に
つ
い
て
、
連
結
営

業
利
益
で
２
４
３
億
円

か
ら
２
９
０
億
円
（
前

期
比
２
３
・
８
％
増
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５

類
に
移
行
さ
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
含
む
人
流
回
復

に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
や

業
務
用
を
中
心
に
全
般

的
に
取
引
が
伸
長
し
た
。

テ
イ
カ
大
幅
下
方
修
正

　
テ
イ
カ
（
４
０
２
７
）

が
急
落
。
２
４
年
３
月

期
の
業
績
予
想
に
つ
い

て
、
連
結
売
上
高
で
６

２
０
億
円
か
ら
５
６
０

億
円
（
前
期
比
２
・
２

％
増
）
、
営
業
利
益
で

４
８
億
円
か
ら
２
４
億

円
（
同
４
３
・
２
％
減
）

へ
大
幅
に
下
方
修
正
し

た
。
導
電
性
高
分
子
薬

剤
が
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ

ホ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
需
要
低
迷
に
よ
り
販

売
が
低
迷
し
て
い
る
。

あ
じ
か
ん
ス
ト
ッ
プ
高

 
 

 
 

 

　

あ
じ
か
ん
（
２
９
０

７
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
４
年
３
月
期
の
通
期

業
績
予
想
に
つ
い
て
、

連
結
営
業
利
益
を
４
億

５
０
０
０
万
円
か
ら
９

億
５
０
０
０
万
円
（
同

１
０
・
６
７
倍
）
へ
大

幅
に
上
方
修
正
し
た
。

価
格
改
定
が
浸
透
し
た
。

（
7
面
決
算
記
事
参
）
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２４年３月期予想上方修正
海外想定上回り円安や販管費低減も

Ｔ Ｏ Ａ

２ケタ増収益で最高業績
２Ｑ主力のスムーズフローポンプ拡大

タクミナ

２４年３月期通期下方修正
需要回復へ成長分野増産体制整う

荒川化学工業

通期利益予想を上方修正
価格改定浸透し効率化や為替差益も

あじかん

　あじかん (２９０７)は２４年３月期の通期
業績予想について、連結売上高では５００億
円（前期比４．３％増）を据え置いたが、営
業利益では４億５０００万円から９億５００
０万円（同１０．６７倍）へ、純利益では３
億７０００万円から９億５０００万円（同３．
５５倍）へ上方修正した。
　鶏卵価格が想定以上に高値で推移したこと
や、円安などによる原価上昇要因があったも
のの、製商品の価格改定が浸透したことや生
産効率の向上・諸経費の抑制効果などが表面化。
また、想定以上に円安が進行したことで、為
替予約の時価評価益や決済差益が拡大してい
る。今後については冬場の原材料価格、為替・
株価、原油価格など、先行き不透明で流動的
な要素も多くあるとし、慎重な姿勢を崩して
いない。

　荒川化学工業（４９６８）の２４年３月期
第２四半期累計の連結決算は、売上高３４６
億７２００万円（前年同期比 16.9％減）、営業
損益１８億２７００万円の赤字（前年同期４
億３６００万円の黒字）で着地。通期予想を
売上高で８３０億円から７３０億円（前期比８．
１％減）、営業損益１８億円の赤字から２９億
円の赤字（前期２９憶７００万円の赤字）に
下方修正した。
　原材料、エネルギーコストが高止まり、千
葉アルコン製造の減価償却費が損益を圧迫す
るなか、スマートフォンやディスプレイ関連
分野の在庫調整長期化や中国経済低迷の影響
で需要回復が遅れている。ただ、光硬化型樹
脂で５割、精密研磨材３～４割、ファインケ
ミカル３割の成長分野の増産体制を整え需要
回復に備えた。

　タクミナ（６３２２）の２４年３月期の第
２四半期累計（４～９月）決算は、連結売上
高で５０億４３００万円（前年同期比１７．
８％増）、営業利益で７億４００万円（同２８．
４％増）、純利益で５億８００万円（同４２．
９％増）と２ケタ増収増益かつ第２四半期累
計での過去最高業績となった。
　高性能ソリューションポンプでは主力製品
の「スムーズフローポンプ」が拡大、特に海
外では韓国の二次電池業界における設備投資
の動きが継続しており、「スムーズフローポン
プ」の受注が拡大している。「ＥＶ（電気自動車）
向けなどで今後も二次電池向けでの需要拡大
が見込まれる」（山田圭祐取締役社長）として
おり、将来的にはＥＶ向けで搭載が予想され
る全個体電池向けでも受注増が期待できそう
だ。

　ＴＯＡ（６８０９）は２４年３月期の業績予
想を連結売上高で従来予想の４８０億円から
４９０億円（前期比８．６％増）へ、営業利
益で２５億円から２８億円（同６３．４％増）
へ、純利益で１５億５０００万円から１６億
円（同９．４％減）へ上方修正した。
　日本セグメントにおいては鉄道車両向け出
荷遅延などを見込む一方で、半導体を中心と
した工場や病院、交通市場向けが好調に推移
している。海外向けではアジア・パシフィッ
クセグメント、欧州・中東・アフリカセグメ
ントでの販売が想定を上回り、イスラム圏で
はラマダン需要の取り込みにより宗教市場向
けが拡大し、為替の円安による影響も表面化
した。原材料価格の高騰は続くものの、販売
費及び一般管理費の低減などが利益を押し上
げている。
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相
場
展
望

高
流
動
性
銘
柄
中
心
に
堅
調

政
策
発
動
の
市
場
反
応
に
惑
う
な

光世証券

西川 雅博 氏取締役

　

１
０
月
以
降
日
本
株
の
変
動
率
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
短

期
筋
の
売
買
で
値
動
き
が
荒
く
な
る
一
方
、
今
の
と
こ
ろ
中

長
期
の
モ
メ
ン
タ
ム
に
は
明
確
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

　

具
体
的
に
は
、
日
経
平
均
で
１
０
月
４
日
に
つ
け
た
安
値

３
万
０
５
０
０
円
水
準
を
そ
の
後
の
下
落
局
面
で
２
回
に
渡

っ
て
突
き
か
け
た
も
の
の
、
割
り
込
ま
ず
反
発
に
転
じ
た
こ

と
が
大
き
い
。
底
割
れ
を
回
避
し
た
こ
と
で
ダ
ブ
ル
ボ
ト
ム

を
形
成
し
た
格
好
に
な
っ
た
。
テ
ク
ニ
カ
ル
面
で
は
今
後
も

重
要
な
節
と
し
て
意
識
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

乱
高
下
の
背
景
は
、
株
価
変
動
要
因
が
多
面
か
つ
複
雑
化

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
と
新
た

に
勃
発
し
た
中
東
問
題
、
日
本
と
欧
米
の
金
融
政
策
の
ね
じ
れ
、

中
国
の
景
気
後
退
リ
ス
ク
な
ど
不
透
明
要
因
は
増
え
て
い
る
。

加
え
て
、
日
経
平
均
で
過
去
３
万
円
～
３
万
２
０
０
０
円
の

価
格
帯
の
滞
留
日
数
が
少
な
く
真
空
地
帯
に
あ
る
こ
と
や
足
元
の
企
業
決
算

の
影
響
も
大
き
い
。

　

９
月
中
間
期
の
決
算
発
表
は
ま
だ
中
途
段
階
だ
が
、
終
わ
っ
た
分
で
は
業
種
、

業
態
と
い
う
よ
り
個
別
銘
柄
で
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ

が
見
ら
れ
株
価
の
反
応
も
極
端
で
あ
る
。
表
面
的

な
数
字
だ
け
で
な

く
、
直
前
の
株
価
位
置
と
合
わ
せ
て
会
社
コ
メ
ン

ト
や
決
算
短
信
等
で
内
容
を
掘
り
下
げ
る
必
要
が

あ
り
そ
う
だ
。
総
じ
て
半
導
体
・
ハ
イ
テ
ク
関
連

銘
柄
の
不
振
が
目
に
付
く
が
、
夏
以
降
株
価
に
は

相
当
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
か

ら
は
決
算
で
さ
ら
に
売
り
込
ま
れ
た

も
の
は
逆
張
り
も
一
考
だ
ろ
う
。
円

安
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
い
る
銘
柄
に
つ

い
て
は
下
期
の
想
定
レ
ー
ト
と
今
後
の
為
替
相
場
の
推
移

に
や
や
注
意
が
必
要
と
見
て
い
る
。

　

一
時
５
％
を
超
え
た
米
長
期
金
利
の
上
昇
に
よ
う
や
く

一
巡
感
が
出
て
い
る
。
７
～
９
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が

＋
４
・
９
％
と
強
い
数
字
だ
っ
た
が
、
足
元
で
は
Ｃ
Ｐ
Ｉ

や
賃
金
の
伸
び
率
鈍
化
、
１
０
月
Ｉ
Ｓ
Ｍ
製
造
業
景
気
指

数
の
低
下
な
ど
景
気
悪
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
政
策
金

利
の
引
き
上
げ
は
打
ち
止
め
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ

は
今
後
も
市
場
が
楽
観
に
傾
く
こ
と
に
警
戒
を
緩
め
ず
、
兆
し
が
あ
れ
ば
け

ん
制
を
続
け
る
だ
ろ
う
。
米
金
融
政
策
の
か
じ
取
り
は
さ
ら
に
神
経
質
で
難

し
い
局
面
に
な
っ
て
い
く
と
の
認
識
だ
。

　

一
方
、
日
本
で
は
金
融
正
常
化
に
向
け
て
動
き
出
す
と
い
う
全
く
逆
の
局

面
で
あ
る
。
米
国
で
は
景
気
悪
化
や
リ
ス
ク
オ
フ
が
ハ
ト
派
始
動
の
契
機
と

な
り
、
日
本
で
は
景
気
上
昇
や
リ
ス
ク
オ
ン
が
正
常
化
へ
向
か
う
た
め
の
条

件
と
な
る
。
日
米
と
も
に
政
策
発
動
の
市
場
反
応
に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
が

肝
要
で
、
正
常
化
に
向
か
う
過
程
が
必
ず
し
も
日
本
株
に
と
っ
て
不
利
な
要

件
で
は
な
い
と
見
て
い
る
。

　

年
末
あ
た
り
ま
で
の
時
間
軸
で
見
る
と
、
地
政
学
リ
ス
ク
や
決
算
見
通
し

な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
材
料
は
相
当
部
分
消
化
し
つ
つ
あ
る
。
米
国
で
は
年
末
に

向
け
毎
年
株
式
需
給
が
タ
イ
ト
に
な
る
時
期
に
か
か
っ
て
く
る
。
日
本
で
は

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
の
予
想
Ｐ
Ｅ
Ｒ
（
１
２
カ
月
先
予
想
）
は
依
然
１
４
倍
程
度
で

バ
リ
ュ
ー
株
や
高
配
当
株
を
中
心
に
割
安
感
は
根
強
い
。
来
年
ス
タ
ー
ト
す

る
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
へ
の
期
待
も
徐
々
に
取
り
沙
汰
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

来
年
に
か
け
て
は
長

ら
く
調
整
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
半
導
体
・
ハ
イ

テ
ク
関
連
株
の
環
境
好

転
も
あ
る
と
見
て
い
る
。

当
面
は
流
動
性
の
高
い

銘
柄
を
中
心
に
堅
調
な

展
開
が
期
待
出
来
そ
う

だ
。
個
別
で
は
ク
ボ
タ

（
６
３
２
６
）
ロ
ー
ム

（
６
９
６
３
）
野
村
證

券
（
８
６
０
４
）
な
ど
。

クボタの日足チャート

野村證券の日足チャート

https://www.kosei.co.jp/
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株街往来
星野三太郎の

～ＥＶ普及のハ
　　ードルは高い～

 

　

街
中
を

歩
い
て
い
る
と
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
見
か
け
る

機
会
が
以
前
よ
り
も
増
え

て
き
た
。
乗
用
車
な
ら
テ

ス
ラ
、
軽
自
動
車
タ
イ
プ

な
ら
日
産
自
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ
が
大
半
。
先
月
は
ト

ヨ
タ
自
動
車
が
出
光
興
産

と
全
個
体
電
池
の
量
産
化

で
協
業
す
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
実

現
す
る
と
充
電
時
間
の
短
縮
化
と
航
続
距
離
の
拡
大
か
ら

販
売
価
格
次
第
で
は
国
内
で
も
普
及
が
期
待
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
実
際
に
満
足
す
る
性
能
と
手
の
届
く
価
格
に
な

っ
た
と
し
て
自
分
自
身
が
購
入
す
る
か
と
い
う
と
現
時
点

で
は
可
能
性
は
低
い
。

　

自
宅
に
充
電
設
備
が
無
い
し
、
充
電
設
備
を
設
置
す
る

に
は
工
事
が
必
要
。
こ
れ
が
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
に
な
る

と
更
に
深
刻
。
駐
車
場
に
充
電
設
備
を
設
置
す
る
に
し
て

も
修
繕
積
立
金
を
利
用
す
る
に
は
自
治
会
を
通
じ
て
乗
用

車
を
利
用
し
な
い
居
住
者
の
動
意
を
得
る
の
は
厳
し
い
。

そ
う
な
る
と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
よ
う
に
充
電
ス
タ
ン

ド
が
普
及
が
必
要
だ
が
、
仮
に
５
分
で
充
電
可
能
に
な
る

と
し
て
も
場
所
に
よ

っ
て
は
充
電
待
ち
に

長
蛇
の
列
が
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

国
土
の
狭
い
日
本

は
課
題
が
多
い
。
Ｅ

Ｖ
普
及
の
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
だ
ろ
う
。

ＯＴＡ測定ソリューション

Ｂｌｕｅｔｅｓｔ社との協業で開発

 

アンリツ

Wi-Fi 7対応OTA測定器

　
ア
ン
リ
ツ
（
６
７
５
４
）
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｅ

ｓ
ｔ
社
と
の

協
業
に
よ
り
、

最
新
の
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
規
格

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ　

８
０
２
・
１

１
ｂ
ｅ
（
Ｗ
ｉ

―

Ｆ
ｉ
７
）

に
対
応
し
た

Ｏ
Ｔ
Ａ
（
Ｏ
ｖ

ｅ
ｒ―

Ｔ
ｈ

ｅ―

Ａ
ｉ
ｒ
）

測
定
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
た
。

　

こ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
Ｗ
ｉ

―

Ｆ
ｉ
７
対
応
デ
バ
イ
ス
の
総
合

放
射
電
力
（
Ｔ
Ｒ
Ｐ
）
と
総
合
等

方
向
受
信
感
度
（
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）
の
測

定
が
可
能
。
ハ
イ
エ
ン
ド
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
Ａ
Ｒ
／
Ｖ
Ｒ
デ
バ
イ
ス
、

ク
ラ
ウ
ド
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
高
速

デ
ー
タ
通
信
が
要
求
さ
れ
る
機
器

の
デ
バ
イ
ス
ベ
ン
ダ
は
、
こ
れ
に

よ
っ
て
実
動
作
に
近
く
再
現
性
の

高
い
Ｏ
Ｔ
Ａ
環
境
下
で
測
定
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

今
回
の
製
品
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に

よ
り
、
２
・
４
Ｇ
Ｈ
ｚ
／
５
、
Ｇ
Ｈ

ｚ
／
６
Ｇ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
帯
の
対

応
に
加
え
て
、
３
２
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯

域
幅
に
対
応
し
た
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

アンリ社のボージョレ･ヌーヴォ

11月16日から全国発売ア
サ
ヒ
G
H
D

ボージョレ･ヌーヴォ2023

 

　アサヒグループホール
ディングス（２５０２）
グループのアサヒビール
は、創業１３０年を超え
る歴史を持ち、ボージョ
レのスペシャリストとし
て知られるアンリ・フェ
ッシ社の新酒ワイン「ボ
ージョレ・ヌーヴォ」（全
５アイテム）を１１月１
６日から全国で発売する。

　アンリ・フェッシ社は、フランス最大のボ
ージョレ・ヌーヴォ（ロゼ含む）とボージョ
レ・ヴィラージュ・ヌーヴォのワインコンク
ールである「トロフィー・リヨン」で２０１
５年から８年連続で金賞を受賞している。ス
タンダード、ボージョレ･ヌーヴォ２０２３、
ボージョレ･ヴィラージュ･ヌーヴォ２０２３
の３アイテムに加えて飲食店限定商品として
ボージョレ･ヌーヴォ“ベレール”２０２３、
ボージョレ･ヴィラージュ･ヌーヴォ“ベレー
ル”２０２３を用意。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

大規模緩和正常化は遠い
日経平均３万５００円水準が大底

Ｙ
Ｃ
Ｃ
柔
軟
化
も
円
高
進
ま
ず

大気社の日足チャート

　日銀は３
１日の金融
政策決定会
合で長短金
利操作（イ
ールドカー
ブ・コント

ロール、ＹＣＣ）の運用柔軟化を決めた。長期
金利の上限は１％を「めど」とした。
　長期債を対象に利回り１％で原則、毎営業日
実施する「連続指し値オペ（公開市場操作）」
で長期金利の上限を厳格に抑えることは副作用
が大きくなりうるとして、大規模な国債買い入
れと機動的なオペで金利を操作するよう見直す。
この結果を受けて日経平均は３万６００円から
３万１０００円に迫った。
　外国為替市場で円相場は１ドル＝１４９円３
０銭台から１５０円台へと円安が加速した。市
場が身構えたほどの修正内容とならず、マイナ
ス金利政策の解除など大規模緩和の正常化は遠
いとの受け止めが広がったようだ。植田日銀総
裁は記者会見で物価安定の目標実現について、
不確実性が高く、現時点では十分な確度を持っ
て物価安定の持続的・安定的実現を見通せる状
況に至っていないとも述べた。
　その上で、賃金の上昇が物価、サービス価格
などを引き上げることが重要であるとし、来年
の春季労使交渉（春闘）に注目した。市場から
は、日銀の次の政策修正はマイナス金利とＹＣ
Ｃの撤廃であり、時期は春闘の結果を受けた２

４年４月と
の声が多く
聞かれる。
植田日銀総
裁は賃金と
物価の好循
環を見極め
る情報やデ
ータが年内
にもそろう
可能性があ
ると述べて
いたが、今
回の会見を
受け、１２
月の金融政
策決定会合
でマイナス
金利とＹＣ
Ｃの撤廃に動く確率はやや後退したもの
とみられる。
　マイナス金利から脱却する前に、来年
の賃金上昇が力強いものであるという決
定的な証拠が必要である。１２月会合で
はまだこの確証が得られない可能性が高
い。依然として、日米間では大きな金利
差が生じ続ける可能性があり、このこと
が今回のＹＣＣ運用柔軟化にもかかわら
ず円高が進行しない要因となりえる。
　日銀の金融政策決定会合が終わった翌
日、１１月１日の日経平均は７４２円高
の３万１６０１円と大幅上昇で終えた。
円相場は１ドル＝１５１円７０銭台と更
に円安が進んだ。海外ヘッジファンドや
ＣＴＡといった投機筋が株価指数先物を
買い戻した動きとなった。これで、日経
平均は３万５００円水準が大底であった
と言えるだろう。
　潮流銘柄は大気社（１９７９）、豊田
自動織機（６２０１）、ＴＯＷＡ（６３１
５）。

http://www.marketbank.jp/
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

ＮＹダウの日足チャート

中銀ウィーク通過で買
　　戻し(日本銀行本店)

13
日
高
値
抜
け
な
ら
強
い
上
昇

イ
ベ
ン
ト
通
過

　

で
買
戻
し
続
く

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
９
５
８
円
高
と
３
週
間
ぶ
り
に

反
発
、
週
足
陽
線
と
な
っ
た
。
「
中

銀
ウ
ィ
ー
ク
」
だ
っ
た
が
、
日
銀

の
政
策
決
定
会
合
で
は
基
本
大
き

な
修
正
は
無
く
、
大
幅
修
正

を
警
戒
し
て
い
た
海
外
勢
の

買
戻
し
が
一
斉
に
入
っ
た
感

じ
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
も
金
利
引
き

上
げ
は
見
送
ら
れ
、
長
期
金
利
が

大
幅
下
落
す
る
と
株
価
は
急
騰
、

日
本
株
も
更
に
上
昇
す
る
形
と
な

っ
た
。
ま
た
、
週
末
に
発
表
さ
れ

た
米
雇
用
統
計
も
市
場
の
予
想
通

り
で
イ
ン
フ
レ
の
過
熱
感
は
後
退

し
た
。

　

１
０
月
米
雇
用
統
計
を
受
け
市

場
で
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利
上
げ
は
終
了

し
た
と
い
う
見
方
が
強
ま
っ
て
い

る
。
市
場
で
は
来
年
１
月
ま
で
の

利
上
げ
確
率
は
１
２
％
と

雇
用
統
計
発
表
前
の
３
０

％
か
ら
大
幅
に
低
下
、
米

長
期
金
利
も
４
・
５
７
％
ま
で
下

落
し
楽
観
ム
ー
ド
が
漂
い
始
め
て

い
る
。

　

こ
の
ム
ー
ド
が
今
週
も
継
続
し

日
本
株
に
は
追
い
風
と
な
ろ
う
。

た
だ
、
こ
こ
数
カ
月
は
大
き
く
下

落
す
れ
ば
買
い
戻
さ
れ
買
戻
し
が

終
了
す
る
と
ま
た
売
ら
れ
る
と
い

う
パ
タ
ー
ン
が
続
い
て
お
り
、
買

戻
し
終
了
後
に
は
ま
た
米
長
期
金

利
の
動
向
に
よ
っ
て
売
ら
れ
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
事
に
は
注
意
し
た
い
。

　

日
経
平
均
の
チ
ャ
ー
ト
で
は
ダ

ブ
ル
底
の
「
Ｗ
」
字
回
復
の
形
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
先
週
、
３
万
２

０
０
０
円
台
を
一
旦
回
復
し
た
が
、

引
け
で
は
割
れ
て
引
け
た
。
７
５

日
移
動
平
均
線
（
３
万
２
１
５
７

円
処
）
が
意
識
さ
れ
た
状
況
だ
っ

た
が
、
抜
け
て
く
る
と
１
０
月
１

３
日
の
高
値
（
３
万
２
５
３
３
円

０
８
銭
）
を
目
指
す
展
開
と
な
ろ
う
。

　

更
に
１
３
日
の
高
値
を
抜
い
て

く
る
と
次
は

９
月
１
５
日

の
高
値
（
３

万
３
６
３
４

円
３
１
銭
）

が
視
野
に
入

っ
て
く
る
。

１
３
日
の
高

値
を
抜
け
て

く
る
ダ
ブ
ル

底
完
成
で
強

い
上
昇
相
場

と
な
り
そ
う

で
あ
る
。

　

ま
た
、
週
初
窓
を
開
け
て
上
昇

し
て
く
る
と
「
三
空
」
状
態
に
あ

る
。
短
期
で
急
騰
し
て
い
る
だ
け

に
急
騰
後
の
ス
ピ
ー
ド
調
整
も
十

分
考
え
ら
れ
る
。
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ

ィ
の
高
い
週
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

上
値
メ
ド
は
一
目
均
衡
表
雲
の

下
限
（
３
万
２
４
５
４
円
処
）
、
雲

の
上
限
（
３
万
２
６
２
８
円
処
）
、

９
月
２
１
日
の
窓
埋
め
（
３
万
２

９
８
８
・
６
５
円
）
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
。
上
昇
す
る
５
日
移
動
平
均

線
（
３
万
１
２
１
９
円
処
）
を
明

確
に
下
回
る
ま
で
は
強
い
相
場
と

な
り
そ
う
だ
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は
３
万
１
８
０

０
円
～
３
万
３
０
０
０
円
を
想
定

す
る
。
６
日
か
ら
先
物
証
拠
金
の

計
算
方
法
が
変
わ
る
の
で
、
証
拠

金
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
も
ら

い
た
い
。　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

ソフトバンクＧ
　　の日足チャート

米インフレ鈍化が支援

１０月高値抜けなるか⁉

　

先
週
の
東
京

市
場
は
３
日
が

文
化
の
日
の
祝

日
で
４
日
間
立

ち
合
い
だ
っ
た

が
、
日
経
平
均

で
は
１
０
月
３

０
日
に
３
万
５

３
８
円
２
９
銭

の
安
値
を
確
認

し
た
あ
と
は
１

１
月
２
日
に
３

万
２
０
０
０
円

ま
で
戻
す
場
面

が
あ
っ
た
。

　

注
目
さ
れ
た
日
銀
金
融
政
策

決
定
会
合
に
つ
い
て
は
イ
ー
ル

ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ｙ

Ｃ
Ｃ
）
の
長
期
金
利
操
作
の
運

用
を
「
０
・
５
％
メ
ド
に
上
限

１
％
」
か
ら
「
１
％
を
メ
ド
」

へ
修
正
し
た
が
、
事
前
報
道
で

あ
る
程
度
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
て

い
た
こ
と
や
日
銀
の
ス
タ
ン
ス

に
大
き
な
変
更
は
な
い
と
の
見

方
か
ら
買
い
戻
し
の
動
き
と
な

り
、
そ
の
後
の
米
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で

の
利
上
げ
見
送
り
も
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
視
さ
れ
た
。

　

カ
ラ
売
り
比
率
は
１
０
月
第

４
週
に
は
ピ
ー
ク
で
５
４
％
超

に
ま
で
積
み
上
が
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
日
米
の
金
融
イ

ベ
ン
ト
通
過
に
よ
る
ア
ク
抜

け
か
ら
買
い
戻
し
の
動
き
を

強
め
た
思
わ
れ
る
。

　

２
日
発
表
の
２
３
年
７
～
９

月
期
の
米
労
働
生
産
性
指
数

（
速
報
値
）
で
は
企
業
の
賃
金

負
担
を
示
す
単
位
労
働
コ
ス
ト

が
前
期
比
年
率
で
０
・
８
％
低

下
し
、
３
四
半
期
ぶ
り
の
低
下

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
イ
ン
フ
レ

懸
念
が
後
退
。
こ
れ
に
よ
り
２

日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
ダ

ウ
は
前
日
比
５
６
４
ド
ル
５
０

セ
ン
ト
高
で
４
日
続
伸
と
な
り
、

３
日
の
Ｃ
Ｍ
Ｅ
日
経
平
均
先
物

は
３
万
２
４
０
０
円
台
ま
で
急

伸
し
て
い
る
。
週
明
け
は
４
日

続
伸
か
ら
１
０
月
１
３
日
に
付

け
た
高
値
３
万
２
５
３
３
円
０

８
８
銭

を
抜
け

る
か
に

注
目
が

集
ま
ろ

う
。

　

今
週

は
米
国

で
は
７

日
に
９

月
貿
易

収
支
、
国
内
で
は
９
日
に
１
０

月
開
催
日
銀
金
融
政
策
決
定
会

合
の
主
な
意
見
の
公
表
な
ど
が

あ
る
。
一
方
、
決
算
は
米
国
で

８
日
に
ア
ー
ム
が
上
場
後
初
の

決
算
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の

内
容
次
第
で
は
半
導
体
関
連
株

や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ

（
９
９
８
４
）
の
株
価
に
影
響

を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

当面のスケジュール

 

・６日 9月21・22日開催の日銀金融政策決
　　　 定会合議事要旨
・７日 中国10月貿易収支
　　　 米9月貿易収支/米9月消費者信用残
　　　 高
・８日 9月景気動向指数
・９日 10月30･31日開催の日原金融政策決
　　　 定会合の｢主な意見」
　　　 10月景気ウォッチャー調査
　　　 中国10月消費者物価、中国10月生産
　　　 者物価
・10日 9月マネーストック
　　　 オプションSQ
　　　 米11月ミシガン大学消費者マインド
　　　 指数
・13日 10月国内企業物価指数
・14日 独11月ZEW景況感指数
　　　 米10月消費者物価
・15日 7-9月期GDP
　　　 10月訪日外客数
　　　 中国MLF(中期貸出制度)金利
　　　 中国10月工業生産、中国10月小売売
　　　 上高、中国10月都市部固定資産投資
　　　 米10月小売売上高、米10月生産者物
　　　 価
・16日 9月機械受注
　　　 10月貿易統計
　　　 9月第三次産業活動指数
　　　 米10月鉱工業生産･設備稼働率
・17日 米連邦政府つなぎ予算の期限

編 

集 

後 

記

　

ガ
ザ
地
区
の
様
子
を
見
て
、

心
を
痛
め
な
い
人
は
い
な
い
だ

ろ
う
。
友
好
国
か
ら
の
停
戦
要

請
を
よ
そ
に
イ
ス
ラ
エ
ル
は
強

硬
姿
勢
を
崩
そ
う
と
は
し
な
い
。

同
盟
国
の
米
国
が
支
持
し
て
い

る
か
ら
だ
が
、
ユ
ダ
ヤ
マ
ネ
ー

に
よ
る
政
治
圧
力
団
体
が
米
国

の
外
交
政
策
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に

都
合
の
い
い
も
の
に
し
て
い
る

こ
と
は
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
ユ

ダ
ヤ
人
の
な
か
で
も
過
剰
な
イ

ス
ラ
エ
ル
擁
護
は
米
国
の
孤
立

を
深
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
立
場

も
危
う
く
す
る
と
批
判
す
る
声

が
増
え
て
い
る
ら
し
い
。

　

戦
火
は
周
辺
抵
抗
勢
力
に
も

拡
大
し
始
め
て
お
り
、
市
場
へ

の
影
響
も
気
に
な
る
。

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


